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I 序 言
わが国の人口動態は平均寿命の班長、特に60才以上の老人々口純対数の年々増加を教えており、
それに伴って高年令者の社会活動分野が拡大すると共に労働指命も延長しτいる。 いづれも今次大
戦后における著しい社会現象であって、ζ うした事実に基いて現在、社会学的にも J)、 また医学的
Kも老人問題えの関心は急速に充まっている。栄養学の分野においても、従来の成人栄養に偏した
立場tζ園者するのみでなく、老人栄養の適正量決定を始め、ζの方向えの多くの努力が払われて然
るべき時であろう し、事実外国においては戦后多くの仕事が現れている2)3)。
われわれも、老人栄援の問題に興味を持ち、一般居宅老人並lζ養老院施設に収容されている老人
について、その栄養実践を調査するとともに、特に栄養と闘連ある二三の生理機能を検討した。そ
の結果、 まず養老院という特殊原境下におかれた老人の栄養す!~r乙労働管理について色々の問題点を
明かにする乙とが出米たし、同時Iζ他方、低栄養に傾いた老人の代謝機能の分析から、老人機能一
般の特殊性を考祭する手f1りが何られた。前者すなわち代謝機能を中心とした論議は(第2報)r乙
ゆずり、本報告においては、養老施設で老人がどのような栄養を与えられているか、またその生活-
内容はどうであるか、その結果として老人の生理機能にどのような影響が現れているかという点を
明かにする。
E 実 験方 法
1955年6月1日より末臼までの全1カ月闘を費して、主!ζ韮老院老人について、まず栄養の摂取
\)f~1乙消費の両面から栄養水準を決定し、 ついで基総代謝、 iff円代謝主立に血液性状等の身体機能につ
いて検討した。
対 象:一大阪府下、A袈老|抗29名中より 15名、大阪市内、B義者院14名中より 7名、計22
名(平均年令、69才、 最高、77才、最低、62才)の健康な男性老人を対象として選んだ。その対象
の抽出は推計学的に必ずしも厳密ではない。彼等の継設生前期間は 6カ月以上1カ年未満3名、5
カf・以上7カ年未満11名、{也は 1カ年以上5カ年未満でみり、いづれも施設生活iζ充分馴れてい
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る。以上の他、対照として両施設周辺κ住む一般居宅男性老人12名(平均年令、63才)及びA養老・
院中の女性老人8名(平均年令、67才)を選んだ。居宅老人は定職者3名(会社事務員2、自転車
業1)の他は無酷である。
食餌調査:一施設老人の1臼摂取食餌i誌を知るため、まず施設給養食餌量調査を行った。すな
わち両施設共3日間宛、毎食餌調製時!と調理担当者の秤量し終えた材料をさらに秤量し、正確な使
用食品全重量を求めると共に、常に欽上り量をも実測し、ζれから型のように栄養価計算(総理府
資源調査委員会食糧部会編、日本食品標準成分表、1954年)を行った。そしてこの全給養食餌量を
給養人員数で削って1人当り毎回食餌岳を求めた。なお残飯盛、配膳時の配分不均等についても注
意して、各人給養食餌量の正確な値ぞ求めるよう努力した。また乙の施設給養量以外に個人別に補
食調査を行ったが、期間の短かいこと、養老施設という特殊性等のため正確・な値を決定し得ず、大
体の推定値を得たに止まった乙とを附記しておく。
生活時間調査並に 1日消費熱量計算:ー 各施設での生活様式を代表していると思われる13名、
すなわちA施設老-人7名(うち労作の多いもの4名、少いもの3名)、B施設老人6名(すべて弱労
作)を選ぴ、各1名lζっき 1日宛、計13日閣の生活時間調査を行い、その生活行動内容を明かにし
た。つぎに乙の結果並K各人の実測基礎代謝値を基とし、乙れ!と各動作毎のR.M.R.は文献値伽}を
適用して1日消費熱i訟を計算した。
基礎代謝量:ー早朝日を醒ましたま〉床の中で安静!と寝ている基砲条件(午前4時----6時迄)
で活躍代謝を測定した。呼気は、 Douglas-bagを用いて、 1回5乃至6分間宛2乃至3回採集
し、次いで労lj)f式分析穏によりガス分析を行った。乙の測定は連続2日間実施し、その平均値を以
て代表値としたが、時には 3乃至4日間連続測定を繰返して測定値を概めた場合もある。
血液検査:ー 採血はすべて|呼気ガス採集直后の早朝安協時の条件で1回乃至2問実施した。す
なわち耳桑原血!とより血色素量 (Sahli法)、 赤血球数、 l土l血球数を、 また肘部隊血より全血税l乙
凶l泊比重(硫酸銅法)、血清蛋白濃度(幻eldahl法) をil{IJ定した。また乙の比重値を用いてへγ
トクリツト値 (Ht)を算出し、さらに赤血琢の色素係数 (F.I.)、容積係数 (v.l.)をそれぞれ求め
た。 Sahli試験管の目盛り 1∞%は血色素量 15.6g/dl IL相当するものとした。一方血清蛋白濃
度は Kjeldahl法により得られた窒素濃度!乙 6.55ぞ乗じて求めたが、実測し得なかった残余窒素
量は、一律lζ 20mg/dlと仮定して全室奈量から差引いた。また血荊蛋門担度並tζ血色素量は血
液比重{直からの計算値をも求めて実測{直と比較した。
尿窒素成分量の測定:一 朝8時を界とした 1日全尿を3日間(時lζ2日間)連続採集し、1日
全窒素排池量並に尿クレアチニン排社JH立(Folin法)を測定した。また乙の尿について蛋白、柏及
びウロピリノーゲン等の定性的検査を も笑施した。
一般身体検査、その他:ー 早朝空l臨時の体重、基縫条件での肱郷、呼吸数並に血圧、 その他一
般身体計測を行った司王は勿論、握力、肺活量~ーニの体力計測をも実施した。同時に全対象につき
内科的臨床検診を実胞して異常病的所見者lζ注意した外、必要に応じて赤lUl球部降速度測定、虫卵
検査その他の検査を:k仰した。
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まず熱量と蛋白質の出納を明かにし、その結果から施設老人の栄養水準について倹討する。
(1) 摂取食餌量について
食餌調査で得られた、A、B両路設の1人 1日当りの給養食餌量を総括して(第1表)(乙掲げた。
施設老人は、すべて集団給食形式により、年令差、性別等を無視して一律平等に支給されている。
(第1表) 継投給養食餌盤 ( 1人1日当り)
:1調査時中ふ…1 ß~n 1 ~~ 1日成分 | ピ詰笠fd鈍 ß~n 結賀 NaCl1 Ca 1 Fe 1 A 1 B J 1 B ~ IN凶 nlC 
6月11日 (Cal) 1 (Cal) 45(53.20.(8.g3 ) } (g。) (g) (g) (g9)|(おmg4)(mg)(I.U.)(mg)0(m.8g6)(mg)1(0m7g) B 1374 1 1693: 53. 14.1 293.5 9.912841 8 1689311.0710.86113.7 一 一 一 一 一一
12日 1331 鉛99 74.6 25.9 243.0 11. 7 1 276 1 11 1 3215 1 1.20 1 0.49 1 10.5 1 48 
施 (7.6) 一 一一一61.1 13日 1707 1 2043 
(2052.7.2 ) 
78.1 10.1 330.2 7.71 2221 55 11484 11.09 10.48124.71 45 
設 一一一一一一一一
(平 均)1471 1 1945 (10.7) 68.6 16.7 お8.9 9.8 I 2611 25 13864 I 1.12 10.61116.31 67 
A 16月20日 1608 1 1701 
50.0 51.9 6.8 337.7 19.0 153 土|博竺 |土竺10.37 21.0 40 (861.7.0 ) 21日 1507 1 1842 (22.6) 84.4 16.0 287.4 19.6 391 0.9210.55 30.2 32 
施 一一一一一 一
22日 1589 1 1560 54.5 55.0 15.2 296.9 14.9 335 1.08 1 0.49 15.3 69 」生0)設一一一一 55.2 一 一(平 均)1568 1 1701 (12.4) 63.8 12.7 307.3 17.8 293 1.07 1 0.47 22.2 47 
全平均値 11悶 118231♂6JI66.2 1 14.7 1298.11 13.8 1_2771 18 1239411.10' 0.54119.41 55 
(註) 1) 調査{，Iiとの比絞のため施設による社卸値を示した。
2) 1t白:l'l側中 ( )内は動物性蛋自民1訟を示す。
(第2表) A }j包投半 ヶ年 1mの給 養状 況(自1955年1月至同年 6)J)
(1人1日当り)
拡 |… 1Jlf1質
~!(t 機成分 ビ「 ク 、 ン
JH 
Ca Fe A C 
1 n (Cal) 55.8 (g) (g) (mg) (町 )|(IU) (mg) (mg) 1(1m2 g) Ug) 1774 20.6 241 45 1 2622 1.58 0.63 54.24 一
2 月 1733 55.4 20.3 238 1.37 0.68 119 53.24 
3 月 1752 55.8 21.0 245 43 3212 1.36 0.74 119 54.88 
4 月 1748 55.4 19.4 251 40 3497 1.37 0.58 113 53.33 
一
--印EU43円日I一3号開41宜51削4 3 「
5 月 1776 57.7 17.2 251 1.34 0.58 114 51.66 
{6調査依月) 1699 56.7 16.8 234 1.29 
0.54 98 
50.∞ (1568) (55.2) (12.7) (293) (1.07) (0.47) (47) 
ふド 均 1747 56.1 19.2 243 1.39 0.63 113 52.84 
その全平均値の成績をみてまず自につくのは、 熱量がわずか 1520Calj日にすぎず、蚤由貿も
また 53.7gj日(動物性、約23%)の低値を示す点である。現在わが国で 60"，70才の基準量は、
熱量 22∞Cal.蛋白質 70gが望ま しいと されているが (資源調査会資料第39号より引用)、乙れと比
べるといかに低い給義熱泣でゐるかY判る。 次I乙無般質、 ピ タ 1 ンでは 、 Ca の不足、 V-A，V-~
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に幾分かの不足が認められるが、乙う した傾向は日本人全般に見られる処であり、特にこの場合
重要とは思われない。ただー施設に於ける食塩誌が老人には過多である乙とが注目された。やは
り、乙の食餌構成で最大の問題は、第ーに総熱量、ついで蛋白質量の低値であるという点であろ
つ。
たY、乙の6日間という短期の測定値を恒常的な傾向と認めてよいかどうかに問題が残ってい
る。そζでわれわれは、A施設の給養実施資料lζ基いて、1955年1月より 6月lζ至る間の給養状況
をわれわれの測定値と比較して乙の点を検討した。その結果は(第2表)の通りであるが、われわ
れがζの調査で明かにしたように、施設給養資料は一般に過大値となる傾向がある6)ζとなどを考
慮すれば、 (第 1表)の結果を以て給養食餌量を判定する基準と考えて差支えないといえる。乙の
聞の事情は、現行保護規準の下では 1 日わずか 50~55 円の食粗費を支出し得るに過ぎないという
経理面からも裏付けされている。すなわち奥村7)の家計調査の成績によれば、現在の物価の下では
日本人平均1人当り棋準栄養要求量 (熱量 2180Cal，頚臼質 73g)を摂るため食品に支払われるべ
き金額は82円であるという。
以上が施設給養の笑態であり、老人の俣取食餌の大部分がζれのみに依侮しているのであるが、
さらに完全な隈取全世を知るためには、補食品が加算されねばならない。たVし乙の補食;量は老人
の労働程度と比例して変動が多い上に、それが正式に許可されたものでないため、正確な値を得る
ζとが出来なかった。たY推定概算でとの補食堂は老人の作業量(所詞内職)と比例し、その多く
が 1 日平均 50~100Cal 程度であり 、 また一部のものでは殆んど等lζ近く 、 例外的な場合として
500Cal/自民及ぶと思われる数名のものも含まれていた。またその補食々品は殆んどがパン、うど
ん、せんぺい等の低価な含水炭素食であり、単なる熱量の補給に止っている傾向が指摘された。
(2) 生活時間と消費熱量。
つまに施設老人がH々どのような生活を送り 、どれだけの熱量を消費しているかを検討する。(第
3表)は生活係式の代表的と思われる 3例について具体的行動内容を示すと共花、各動作について
の舵定 R.M. R.を示したものであり 、(第4表)は生活行動を「労作」、「身辺雑事J、「白山時間
J ，)立に 「臨眠」の4項目に大別して、それぞれの所要時間と消費熱量とをまとめたものである。
まず生活内容をみると、老人の生活綴式に施設差のあることが目立つ。すなわちB施設では「労
作」は1日平均わずか1時間半にすぎず、約半日に相当する11時間が「白山」であり、「睡眠J(厳密
には就寝時間)も可成り長い。これに対してA施設では、労作程度に強弱の差はあっても「労作」
は1日平均7時間前后でゐり、またそれにつれて「自由J、「睡眠」の時聞が短かくなっている。乙
hで「労作」としてまとめた作業はすべて強制的なものではなく、各個人の職歴、体力或は希望に
応じて施設で許可した、所謂 ミ内職ミ的怠味をもつものである。それはともかくとして、労作時間
配分に環境による乙のような判然とした区別の存する ζとは、養老施設管理の基本にふれる問題を
蔵し乍ら、A、B両施設の運営方針なり、収容老人の性格なりの差の一端を端的K物語っていると
いうべきである。
要するにB施設では、老人の殆んどが作業 (坐業でエフのハトメ打ち)少し 1日の大半刻d室
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(f三3u) を老院老人の生活H与問調査と R.M.R.適用の例
〔例 1) 
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井上他 : 老人の低~ltと代謝機飽(その 1)
施設老人の生活時1~ll内容と必要熱hl
| A 施没 I(1施設
呼4私fJ同3弘rJーはす零5
11" 齢(才) 69 66 71 
??
???
?
??
????
?
?
??
?? ? ???
?
??…?
???
?? ?
?… …?
1.367 1.375 1.443 
0.752 0.655 0.693 
生E容山内! 労身 辺 緩 作事
7027' (31.0%) 6048' (28.3%) 1039' (6.5%) 
2028' (10.0") 1055' (8.01) 2043' (11.01) 
自由娯楽 6043' (28.0") 8029' (35.3") 11000' (47.01) 
(自)時 l民 7
022' (30.71) 6048' (28.41) 8038' (35.51) 
(計) 24000' (100.011) 24000' (1∞.011) 24000' (1∞.0") 
(註)*居七老人のJ主従代謝')f測平均値(34.5Cal/m~/hr) を老人際司則自
とし、之から各人の体表商積iこより (j決算必礎代謝i討を求め、
更に (換b1必要熱量)弘汁算した。
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で自転んでラジオを1¥1色、
雑談t乙耽り、身辺の雑用lと
過すという無為徒然の日を
送っており、一方A施設で
は、 その多くが一 定の、
t!lGは一定時間の勤労を持っ
ていて、正常老人の生itl与
，'H配分により近い生前を営
んてずおり 、巾lζはι-人!こは
過激と思われる程の筋労働
に従事している者さえ比ら
れたのである。
次にζのような生前1<:.応
じて消費カロリーはどうな
っているかを見る。まず動
きの乏しいB施設では、労
作にわずか 133Calを要す
るにすぎず、結同1H'V均
1424Calという低熱量で済
むζ とになる。一方A施設
の(強労作群)と(弱労作
群)とでは、労作時間('C.大
r 
設が見られないにも拘らず熱量消費が著しく異っている。 すなわち、風呂出手伝い、炊市当者、施
設維務等の動的作業をしている少数の(強労作昨)では、1日平均 1921Calを消費しており、他
方紙lViり、紙型み等の飾的作業を行っている大、与の (弱労作群)では、 1I:l平均 1446Calという
低航である。つまり后者の場合は生前時間内容としてみればB施設老人と区別があるが、消費エネ ⑤ 
Jレギーの面からみると余り巡っていない乙とになる。
以上施設運営方針により、或は老人向身の条件によって、老人の生爪
いけれど、彼之苦等rJがその生I爪円刊lにζf付伴|ドEつて消費する熱i虫J立I幻{はま、 1日約 1400..1500Cal程度に止まる場合が
多く 、イ也lと少数の者で、平均 1921Cal/日の出盟熱量を示す場合もある乙とが判った。
( 3) 栄養水準の検討
以上、摂取と消費の2つの而から胞設老人の栄養を、主{ζ熱量の問題から検辻したnζ 〉でζの
1，j}，点制を綜合すると次のようになる。
われわれは施設給養が約 1550Cal 程度の低熱ltlである ζとを郁めたが、一方実測法縫代ii9tl1K
法いて計算された 1日消費エネルギーも亦、反E設老人の多くがわずか 1450Cal再度であるに過ぎ
- 7ー
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ないのであって、ζれにわずかの、すなわち 100Cal前后の補食量を考慮すれば、 静的な或は活
動性の乏しい老人にあっては、1日 1600Cal程度の低い熱量水準てす略々収支平衡が保たれている
ζとが理解されるのである。処が一方活滋な勤労生活を営んでいる一部の老人にあっては、消費熱
量平均 1921Cal，従って少くとも 2100Cal 前后の食餌摂取を必要と しており、給養熱量との聞に
可成りの差が認められるが、労働程度に応じて現金収入の多い彼等は乙の不足分を補食により補っ
ているから、著しい負平衡にあるとは考え られない。むしろζの程度のi附々正常老人に近い高熱れ
水質(¥を保っていると理解してよい。
つまりこれを要約すると、施設の給養丞は可成り低く 、しかも殆んどそれのみに依存している大
部分の老人は、その給養水準lこ適応して 1卜|約 1600Cal前后の低い熱量水準で、砧Tご泊料的、 強
属的な生活を営み、基礎代謝も著しく低下(後述) している。 他方自己の労働力により不足食餌訟
を問収し得る一部の老人は、1日 2000Cal前后の高い熱it水準で、基礎代謝量も正常或はむしろ
高航を示し (後述)、活動的で明るい正常に近い生前を送っている。
なお蛋白質については、熱量の場合ほどの著しいアンバランスは認められなかったが、これにつ
いては後述する。
B. 施設老人の身体機能
次にわれわれは、施設老人の生理機能のうち、特!<:;1;!;縫代謝、立(21乙EE円代謝と関係ある血液性状
等について観察し、乙れら代謝機能と老人の生活環境球は栄養水準等との関係について検討した。
( 1 ) 基礎代謝量について
まず (第5表)は基礎代謝測定成績を環邸別、性別に分けて、 互に比較したものである。 ζれに
よると、単位体表当り 1時間当りの基礎代謝;監は、居毛'老人平均 34.4Cal，A群の平・均 32.9Cal， 
ついでB群平均 28.6Calの)1頂に低くなる。 ζの居宅老人値は 60才以上の日本人基礎代謝標都悩
33.6 Cal/m2/hr K近い。乙れと、活動的な老人を含んだ A群との差は著明でなく有窓差は認めら
れない。処がB群は、居宅老人、A群に比べそれぞれ 17%及び 13%も低 く (何れも 有意差あ
り。)、女性訴値の 28.9Cal/m空/hrとほ Y等しい値である。
(第5表) 環 境別、性別の基礎代謝 量
|問 |年齢|体表 l問数l呼矢田
(才)I (m2) I (分) I (1/分)協I~ I 叫日ド;1品開
日!宅老 人 12 63 1.486 14 5.40 177 0.80 1247 34.4 1.49 31.0"" 38.0 一一一 25.4"" 
襲更
A 針- 15 69 1.411 16 5.38 159 0.83 1102 32.9 13.29 37.9 
26.5"" B Hキ 7 70 1.421 16 4.59 139 0.85 973 28.6 5.34 33.7 一 一 23.6"" 女性群 8 67 1.280 16 4.36 127 0.86 890 28.7 12.60 32.9 
(註)Cal/mりhr仙の有志差の級定
1) B苦手は居宅老人及びA群に対して、前者は1%、後者は5%の危険率で有窓差を示す。
~ 2) A械と居宅老人との問には有怠差を認めない。
次にA施設老人のみについて作業強度の強弱、 立T.Iζ年令の高低 (68才以上、 67才以下)の2而か
ら、さらに2群づつにわかつて基礎代謝盆を整理し、(第6表) 1<:示し たのその結果、A高年群
- 8-
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(71.9才)怖は、同じく Aの低年群 (64.7才)JI位との削では 差が わずかであるに拘らず、B)}f.( 
72.0才) 備との克は明かであり 、 乙の2~::は批計学的にも有志である。処が乙れを年令を無視した作
業強度の面からみると、 その強労作部の基礎代謝;砧は 34.1Cal/m2/hrで居宅老人値と !f~等し
いが、一方弱労作群の方は 31.6Cal/m2/hrと低 くなり、それは居宅老人との問l乙有志差を示し
Bn平との問!とは有志差が認められない。以上から、消傾的な生前を営み労作強度の弱い老人は、
A、B施設業、故に年令の高低rc拘りなく 、一様に居宅芭人工的立強労作群老人に比べて1001"或はそ
れ以上の先で謀略代議H誌が低下していることが理解される。
(第6表) 千甘'linmHこみた一法礎代謝悦及びtfnr.'i蛋l二l濃度ー
λ可lzlg)l-{ 、問他|不偏分散|変 動平均値 |不偏分村変 動 量(g/日)
A 
1抱
役
B 
年別紛l| E 齢 際 8171.9 32.3 11.98 25.4-36.1 6.120 0.1288 5.618-6.453 6.613 
務飴官半 7 1 64.7 33.6 15.75 26.8-37.9 6.073 0.2063 5.398-6.504 7.134 
ト一一ー ー
労作51IJ 
強ヲI)f'午1lf 8 1 65.6 34.1 9.17 26.8-37.9 6.003 0.1831 5.398-6.439 7.236 
一~~労作前 7 1 71.9 31.6 10.93 25.4-36.1 6.209 0.1225 5.618-6.504 6.214 
一
施 j設 7 1 70.1 28.6 5.34 26.5-33.7 6.297 0.0557 5.961-6.576 6.496 
{れ)有志差の検定
(1) 基礎代謝盆 (Cal/m~/hr) の場合 (1) 血消蛋白波度の場合
(Aの弱労作I存)と(居宅老人) 有意 (5%) 
( 1/ )と (Aの強労作群)無意
(B椛)と (Aの高年齢隣)有意 (5号。)
( /)と (Aの強労作l呼)有志 (1D~) 
( " )と (Aの弱労作群)1役立
(B苦手)と (Aの強労作Wf)1民意
( /1 )と (Aの弱労作務}無意
(Aの強労作l惇)と (Aの弱労作静)無意
ζのように、老人の基総代謝はその生活環筑によって大いに変動するが、しかし変動1:関する因
子は労作強度の如何である乙とが理解された。しかも労作強度は亦必然的1ζ老-人の栄養水準の高低
を削来するものである乙とは前述の通りである。すなわち、老人の場合、少くも施設老人の場合に
おいては、 基縫代議J量、 労作~度及び栄養水準の 3 つは互に他を規定し合って照り 、 それらのうち
1つ、或は2つの因子の変動は、容易lζ他の因子の変動を附く ものであると考えられる。 ζの関係
からlii述低熱量水準えの適応も理解される。すなわち 1600Calの低給設で消費熱量が平衡を保つ
ことの1D!Eたのは、そのような低給養では老人は、まずその生活行動の消紙性を荊くと同時に基礎
代謝u立の著しい減返がf'l~ うためである。 そうした結束、 彼等は大した苦痛も感せ・ずに部屋に閉ちこ
もった盟居生活を続け、所前ミ老衰ミを削き、年半年りじみてしまうのであろう。新し乙のような適
応がなく基礎代謝量が居宅老人同級の正常値を保つならば、たとえ生前行動が飾的であろうと、す
でに消費カロリーは約 300Calの増加となり、食餌量との聞に著しい負平衡が現れる乙ととなる
であろう(第4表、換算必要熱量参照の乙と)。
(2) 蛋白代謝と血液性状
次に蛋白代謝の状況を尿窒素排他量及び血液性状などについて験討する勺
- 9ー
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(a) 蛋白質の出納レベル。
まず(第7表)によって1日全窒素排泌抵は施設老人で平均 6.29.......6.76gであり、従って体内
代謝蛋円総量は大体 45g前后と推定される。一方食餌蛋円量は平均約 54gであるから、蛋向の場
合にも出納平衡は維持されているといえる。従って乙の食餌蛋円量は老人iζとって充分量であると
はいえないまでも、それ自体で体内蛋(1欠乏を如く程度に低量ではなL、。しかし之を次の血液性状
所見と仰せて般討すると、蛋!壬1代謝にもなかなか組維な問題が前んでいるととが宇IJってくる。
(Zli 7表) 尿凱.IJ完成制 (1 n尿)
註
(b) 血色素畳
(第8表)から対象老人の血色系含有:fi1は、その原i¥!i偵を 15.6g/dl とした場合、居宅、Alt'f
及びB群でそれぞれ13.4、13.1、並びに 12.8g/dlであって、全対象にー率l乙貧血傾向が認めら
れ、作群聞の変動はわずかであって居宅老人とB群聞で4%程度の差にすぎない。
一般に老人性貧血が生理的に出現することはよく知られた事実であるが、こ hにみられた賞血も
恐らくそうした一般的特性を示すものであって、ζれが蛋"1欠乏の指偲となるものとは考え難い。
しかし后述するように、血清蛋白濃度所見は明かに名野間値{乙変動があり、かなりの低伯を認めた
場合があるにも拘らず、なぜ血色素益他がそれと無関係に一様な値を示すかの理由については不明
(第8表) 対象総別にみた血消蛋白濃度並にその他血液性状
I ØlIf.{ I S Ifn~fll~lfllJ;jì~ 1一向 血消一 (g/dl)
例数白血鰍 |赤血球数1').;ト依1(g川血眼係数 |平均値|叩1変 動
I X 101. I ，^ ^  : .... . ^^  ^ L:" ro.. I ^、~.~ 1 府宅 11ω70  4ì4~v' 40.2 I 13.4 1.020 ， 6.544 10.0510 I 6.118--7.制
施 IA羽下 I14 I 4瑚 | 術 | 紘 5 I 13.1 I 1.鰯 I 6.102 0.1479 I 5.398--6.制
設!BfilI-81 5150 _1 395 1 _37.9 J :2_，8i 1.038 Iτ 256 I可 ;-15.961--6.576 
(柱) 1) 血消費臼浪度は Kje/dalzl 法により f(} られたN~佼Ir. 6.55を乗じて求めた。
Isし残余窒素は一律に 20mg/dlとした。
2) 血色系訟は Sah/i法で求めた合有比本から、鼠験管目盛り 1∞の血色素f立を 15.6g/dlである
として求めた。
3) 血消蛋白t~ff.t有意差検定 日宅とAl伴 1%'-の危険ヰtで有AJ
[，J}七とBI伴 5%/ 
A]tfと B J 無~
である。 Gi/lum等8}が Californiaの老人で調べた成制では、老人にみられた貧血が、食餌中の
蛋白質と鉄の合有IEの少い乙とと有志な相関々係を示すとしているが、われわれの場合、食蛋白量
が全体的に低いという乙とは考えられるが、鉄摂取に不足のない乙とは(第1表)からも明かな処
- 10ー
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{第9表} 硫酸銅法による全血主主に血清比屯及び計算他
l 例| 比 I[( I血色ぷほl的lin蜜日
数|千GS札fI (g/dI)守MF
烈宅 11 1. 0543 1. 0254い3.63I 6馴
胞 IA 併 14 1.0533 1.0242 I 13.08 I 6.273 
削 r一I司石珂|庁庁τ7l石;石;F干石Z司|玄lz司r|μ三しい4“4
GR一GIド. (.!n 血色ぷほ (g/dl)は 33.9X 主百布ごG7
血i'H.lil司i."l!t(g/dl)は389.6X(G..-1.∞79) 
として，;mした。
である。なお(第9表)に示すように、
Sahli法による測定値と、磁酸銅法比重1出
よりの計算値はよく一致している乙とが確
められている乙とを附言する内
(c) 血渚蛋白浪度
次Iζ(第8表)で血ftilin浪r!の成制を
みると、日(宅芭人の場介は 6.544g/dl(政
敵銅ìL(~(で 6 . 804 g/dl)であって、まず正
常レベルを維持していろとみなしてよいで
-ー' 
あろう。と乙ろが、施設老人の血清蛋(liQ度はA及ぴBでそれぞれ 6.102g/dl設に 6.256g/dl ~ 
で、居宅名人値に比べていjれも明かに有立主をもって低い。すなわち施設老人は居宅老人に比べて
一段に低資向血症の傾向にある乙とは、否定できない'ji突であろう令と同時に同じく施設問で比較
すると、悲縫代謝の高いA訴の方が、1占縫代謝の低いB群{点よりもかへって低蛋円傾向が強く現れ
ている乙とが、さらに重要な点として作目される。乙の后者の点!こ関しては労作程度による血消蛋
1'1濃度の変動を(第6表)て'hfl.ばー!日明1となる。すなならζ 』ではA野中の弱労作1詳とB群と
では、JtIζ6.209及ぴ 6.237g/dlで、
ほY等濃度であるが、A町中の強労作群
L、る。
ζれらの明から、 施設老人は一般に低
(r・dlJ
&.6 
(穿~ l 図) 悲礎代謝~îl と lfn 7í'J蛋白濃度との関係
。
。
首
r=ー 0.270/ 無認
(N:19 I t 1 =1. 156~2.110=5%) 
2・
-。1・. 。:・. 
却 宜 14 
• : A施E言
。:B8極殴
• 
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蛍(l血症傾向におかれてはいるが、 しか 基礎代制賃 " (~) 
し基縫代謝低く 、労作の少い老人ではその程度が椀〈 、活縫代謝高く 、労作詫度の強い、一見強壮
にみえる老人にかえって程度が強くなる乙とが判った。乙の乙とは結局、縫設老人が施設給養のみ
に依俗して消極的な生活を営む場合には、基縫代議Jの者:明な低下がみられるが、しかし体蛍I欠乏
傾向は比較的軽度に止まっている。と ζろが適切な官理もなく気也な補食を摂り乍ら、活!fib的な勤
労生活を営む場合には、基縫代謝の低下こそみられないが、そζlこは明かな低蛋円血症が成立する
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乙とを示すものであり、施設の栄養並!と生活管理に重大な示唆を与えている。
一方前出(第7表)をみると、尿窒素排池母 (T.N.)は、対象群の別によって或程度変動してい
るが、しかしその変動は基縫代謝 (B.M.)の変動とよ く平行しており (T.N.f1日B.M.比の一定
の乙とより)、さらにまたそれは、原形質蛋円代謝量の変動lζ応じただけの変化にすぎないととも、
T.N.fCn-N比の変動が比較的少いζとから理解される。乙れらの事は、施設、居・宅老人の何れを
問はず、全蛋l司代謝は細胞活動の程度に応じて(!-;等しい割合で蛍まれている ζとを示すものであ
り、従って施設老人の食餌彊円摂取量がI貨接に血清蛋li浪度低下を削くfiH乙著しく不足していると
は考え難い。乙のように考えてくると、施設哲人、殊にその強労作併にみられた血消蛋(1浪度低下
の原因は、 食蛋ドl欠乏の間接的t~影響によるとするよりは、 むしろ緩慢なしかも持続的な熱量不足
に基因する間接的なものが主であろうと考えられる。乙~cζ養老施設における栄養補給と、労務特
理との不可分性が提示されると同時に、ζの点Iζ闘しての現行運営方針一老人の労働量と補食のあ
り方ーにまつわる欠陥が明かにされたと日ずるの
(3) 一般身体検査成績、その他。
最后Iζ(第10表)に示した一般身体検査の成制その他についてf1i1にふれておく。諸測定値のう
ち、血圧は最高、最低ともB群老人でやh高く、A群と居宅老人群{乙廷は認められない。その他揖
力、肺活量の成制をみると、伺れも B群はA群、居宅老人に比べて劣っている。乙の成紅iからみて
も、 B群老人の身体機能は基縫代謝の低下に伴って、居宅老人は勿論A群老人!と比べても低下して
いる乙とが判る。
? ?
?? ? ? ?
?
?
?? ? ? ?
(第10表) 一般身体検:rt成 約
131i2 童lE127i;仕圧 叩 j活抵h1j ( 立} (cm) 1 (kg) l( 1~li'ml< 15tflJ) お|最低右|左
同・宅老人 12 63 158 48.7 59 15 '126 77 31.6 28.9 2.31 
重責
A 1持 15 69 154 45.4 58 16 ロ9 76 31.0 30.0 2.42 
一
B 群 7 70 154 46.1 59 16 147 90 25.4 25.6 2.12 
一 一女性際 8 67 145 39.9 63 16 1ω 85 18.3 20.4 1.83 
?????，
?
?????
??
.• 
???
? ?
『?
(3'主) 1) 体重は起床直後空腹条件で測定した。
2) 肱樗、呼吸数及び血圧は、基磁代議と同時lζ測定した。
尿一般検査では、崎、蛋向、ウロピリノーゲン等を検し、その病的異常値を示すものはすでに除
かれているが、対象のうちで、A群では他{と比べるとウロピリノーゲンの出現頻度が高く 、肝樋能
の異常が予測されたが、乙れは自il述のよう{ζ常在性蛋円欠乏傾向が乙の群に大であった乙とからも
当然であろう。
N 総 錯
以上われわれは、主に熱量と蛋白量とについて、施設老・人のおかれている栄養水準を推定し、次
にその生体犠能の歪11度について検討した。以下ζれらの成績の主要点を総括する(第11表参照)。
まず第ーに、施設老人は 1人 1日当り平均 1520Calの給養を受けているが、その需要熱量も亦
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1440 Cal にすぎないのであるから、結局少量の捕食祉をも考厳して、15∞--16∞Calf日の低水準
で一応熱量平衡が保たれている乙とになる。しかしζの場合は、基縫代謝は平均 30.4Cal/m2/hr 
と低下し、細胞儲能の減退を招くと同時Iζ、生活が，'f'的、 j月額的となって、所調&老-衰ミが著し
い。しかも胞設老人の大半が施設給養にのみ依存してこの1W1<:属している。た Yし乙の場合、蛋向
買は食餌摂取と尿宅素俳誌It散とから、その出納レベルは大体 50---55g/日と推定されるィζれもま
(~llぷ) 施設老人の栄益水郁と'1:JIl! ぬ飽 ( 1人1打、'iり}
年|体 | 栄主--JL-J ト_tL旦 1
-I市 | カロリー (Cal/日) I 蛋肉質 (g/円) I拡総代謝量|
的 I(日)I瓦耐必要低限レ|附M I必蜘 |燃レ I(Cal/m:!/hr)
f.i:宅老人 63 I 48.7 I 49.6 34.5 6.544 
A ml 69 145.41 1567 1 1ω I lso1 55.1 I 41.9 I 55 | ト蜘砧 144.5I明 i幽 門^ '^+脚 45.3，曲i 31.6 6.209 34.1 6.003 
B ぺ70 146111mlt ldJ520 |401 1叩|28.6 6.256 
施設老人'11.均 69 145.6 I 1520 I 1440 1~~v. ;:^^1 53.6 I 41.0 150...5 30.4 6.116 
(川) 1) A1!Y-は少数の強労作者を除いた場作。
2) 阪取位は何れも施設給養f誌を表し、必要低は"::rj1il~与IIU，~~1f.、尿常議代謝蛍より Jmしたもので
ある。
たやh低いため熱Ii1不足傾向と相伴って、体内IfliのJ口火を荊く傾向は蔽ふことが出来ず、lfnr，n1l
1'1棋J[は、居宅老人6.544g/dl 1<:比べて、6.116g/dl と明かに低下してくる。すなわち施設老
人の一般的傾向として、 低栄養レベルで生活を続けている結果、 細胞機能は低下し、同時に体蛋 I~I
欠乏傾向1<:陥っている引がまず第一lζ結論ずけられる。
次Iζ乙の一般的傾向とは別に、施設老人のうちで一般居宅老人よりもかえってはげしい程度の労
作K従事している少数の者があるが、かれらは胞設給養の外に補食{ζより不足量を補い乍ら、18∞
---21∞Calf臼の高レベルの熱量水準を保っている。乙の場合は前と異なり、基礎代謝量は 34.1
Cal/m2/hrで正常値と変らないのであるが、たY補食のあり万が個人の気協に委ねられているた
め、低労作群Iζ比べてカロリー補給の不充分さが目立ち、}Jlうるに蛋門補充Iζ余裕が無いために是正
礎代謝の高いのと対照的{乙血清蛋白濃度は 6.∞3g/dlに低下して、体内蛋円欠乏がはっきりして
くる傾向がゐって注目された。
(第12表) 各対象院中 の 代表例
刈空fまド船
ZR下旬 (才)二件叫/m~/hr 車問 {31 ij冷静142FZ7!なおお?t
民 65 ~5 . 9! 0.84 33.6 片側 XI0t 11.7 36.4 主却下.128 一一12;q: 品4.110.86 26.8 岡町 242 10.3 21.9 3386.268 一一148.51 0.81 37.8 山4∞401 13.6 39.9 359 I 51 I 7.896 
26.7 3叙)() 425 13.9 45.5 4白い425.475
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(ヨ~12表)は環境別対象苦手のうちの代表的な例を示したものである。 そのうらMは(第3表)の第 1例として
拳げられているように、消費熱量25∞Cal/日に及び、全対象のうちで最もはげしい労作{乙従っており、その2主
総代謝(i{iも 37.8Cal/m2/hrの最高他を示している。 と乙ろがその血消蛋白!".l度は 5.7g/dlという苦しい低
他を示しているのであって、 一見倣'l'~と見えていながらも L、かに危険な状態におかれているかが判るのである。
ζのような状胞がさらに続けばどうなるかというととは、次の例、0が明示してくれる。
すなわちOは <m3表)の第2例であり、特定の作業には従事していないが、施設内のあらゆる雑用を小まめ
に下伝っていて、その労作強度は全例中でも可成りt均い方にあったにも抑らず、その実測1ni'lmカロリーは
1632 Calにすぎなかった。その原因はーに、謀総代泌が 26.8Cal/m2/hrという低値を示したためであって、
もしも府宅~・人なみの基礎代議陪有するならば、 同一生活を'Bんでも 2098Cal/nを要する乙ととと正るのである。
ζのrn突はOにおいては、すでに正常穆縫代議H止を維持する乙との出来はい穆皮にまで栄養失誠症状が進行し
てきているζとを物訴る以外の何物でもあり得ない。実際:こ乙のOにおいては、臨床約lこ顔面打白、無公び1、
浮脳性、下肢にはっきりと浮騒を認めるととができた。またそのsU消蛋白濃度は、5.4g/dl、かつ貧血lは強度伯l
色素位、10.3g/dl)であり、共に全例巾の段低他であるζとは勿泊、尿中ウロピリノーゲンは待問誕明するな
ど明かに栄養失流症、 孫;1ζ偽;蛋白欠乏Jli，と診断されたのである。 ζの例はl判例Mを も含めて、 適切なうl::~指導を
欠くまま、不相応な肉体労働を続ける老人淫がいずれは辿りつかねばならない巡命を示したものというべきであ
ろう。
ではかれら老-人淫は、ただ与えられた食餌に規定され順応して、終日無為従然、手を狭いて時を過すべきなの
であろうかe そうすればB施設のTのように、貧血も認めず血泊蛋白波度は 6.6g/dlであって、栄養失ぷJiE儀
所見は全くみられないのであるが、lJ;u益代謝:@立前例0と等しい程1ftにdし川正値を示しているのである。乙の
ような何等病的所比を説明し得ないまま、にどさま総代刈!tのみが低下し生活芯慾の主主Tごしく減退した老人の盗乙
そ、 自らの力を不当に低下させて従らに死問を早めるようになる所;l¥'lミ老袋ミの定型的な状態を現わしているも
のと考えられないであろうか。
以上われわれは、施設老人の栄養水準と身体機能との関係をカロリ ーと蛋白との而から検討して
きたの乙うした栄養学上の基本而はすでに上述の陣仰が見 られる以上、さらに具体的に倒々の栄養
素の過不足、或は老人性疾患と食餌構成などについて追求を進めるならば、 なお幾多の重要な問
題が提起されるでゐろう。調査対象の選定、調査項目などの点で多くの不満を蔵し乍らも、われわ
れの成績は、11に対象となった 2施設に限られたものではなく、現行保護規準の下で運営されてい
る養老施設全般の栄養並に生活管理の在り方についてその基本的な問題点を明かiζし得たものと考
える。なおわれわれの成績と施設運営とに関連した具体的な問題については別に発表したωのでと
〉には触れない。
V 要 約
1955年6月、 fi老院老人について食餌守的ζ生前IJ問調査、法舵代謝測定、血液検査及び尿窓泌成
分分析を行い、乙れを一般居宅老人と比較して次の成制を得た。
1) 養老施設による平均給養食餌量は、 1人 1日当り熱量 1520Cal，蛋白質 53.7g (うち動物
性約 却%)であり、施設老人の多くは 15∞---16∞Calj日の熱量水準で生活していると推定され
Tこ。
2) 施設老人の多くは、食生活の殆んどすべてを施設給養lζ依存しているが、乙の助合カロリ ー
制限!と適応してその生活は消紙的、 静的となり、hiJIl与に基砲代謝盆の著しい低下を嗣いている。
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3) 一部のさ人は補食によって施設給養を補い、 18∞~笈問。Cal/日の熱量水準を持続しており
生活は駁極的、 活動的であり基縫代謝{~もほぼ正'沼であるが、 しかし体蛍白欠乏傾向が強く現れて
L、る。
4) 生活条件によって以上の差が認められるが、要するに現在実施されている給養量並に生活管
理の下では、飽設老人I立全般的にみて、基能代謝民低下及び血清蛋白波度低下などの低栄養性症状
の発現を免れる乙とは出来，~いであろう。
結論として養老院の食餌給養レベルを引上げることが最も望ましいが、しかしIriJ時Iこ、老人級館
の特妹性を考磁した生活管理を行う ζとにより、現状においても或程度の体力改遣を期待する乙と
が出米る。
Summary 
The nutritional states of the men residing in the home for the aged were examined 
early in summer， 1955. The study involved the survey of dietary habits and energy 
requirements， the estimation of basal heat productions， hemoglobin and serum protein 
concentrations and some physical ∞nditions. Results obtained are as follows: 
1) The daily caloric intake in the provided rations averaged 1520 Calories， the 
protein intake 53.7g. and the iron intake 18mg. 
2) ln the major part of the subjects， the basal metabolism was reduced to an average 
of 30.4 Ca1/m2/hr owing to the dietary caloric deficit. Anemia and hYPopfoteinemia 
were a1so detected， i.e. hemoglobin and serum protein level were estimated 12.8 g/dl 
and 6.256 g/dl respectively. 
3) ln several subjects the caloric requirement was about 2，000 Calories per day， 
and the basal metabolism kept to normal level compared to the value of the aged 
living at home. However， in this回 sethe protein deficicncy was stil severe because 
of the lack of dietary caloric supplement. 
4) From these results it was concluded that the caloric intake for the aged should 
be increased by 200 to 3∞Calories per day and the daily task should bc rationalized 
according to their physi臼 1strengths. 
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